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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月22日(2014.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　また、様々な撮影シーンにおいて、失敗撮影の少ない手軽さがより一層求められるよう
になり、例えばスポーツシーンなど動きの速い被写体に追従するため、あるいは、低照明
下の室内撮影における手ぶれ防止を目的として、シャッター秒時の高速化が進んでいる。
また、美術館や水族館といったストロボ撮影の禁止された場所での撮影を可能とするため
に、撮像装置の更なる高感度化が求められている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　図２６において、フォトダイオード９０１は光信号電荷を蓄積し、転送トランジスタ９
０２はフォトダイオード９０１に蓄積された光信号電荷をフローティングディフュージョ
ン９０４に転送する。リセットトランジスタ９０３はフォトダイオード９０１に蓄積され
た光信号電荷をリセットし、フローティングディフュージョン（ＦＤ）９０４は光信号電
荷をＦＤ電位に転換し、画素ソースフォロア９０５は列アンプへと繋がる垂直出力線にＦ
Ｄ電位を読み出す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　このようにして読み出されＳ／Ｈ（Ｎ）３０９に記憶された各列のｍ行目のＮ信号は、
水平走査回路３１９の出力信号３１８ａ～３１８ｃにより制御される選択Ｔｒ３１６ａ～
３１６ｃを介して、水平出力線３２０に列ごとに順次読み出される。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　同様に、読み出されＳ／Ｈ（Ｓ）３１０に記憶された各列のｍ行目のＮ信号は、水平走
査回路３１９の出力信号３１８ａ～３１８ｃにより制御される選択Ｔｒ３１７ａ～３１７
ｃを介して、水平出力線３２１に列ごとに順次読み出される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　Ｓ信号は、Ｎ信号にＰＤ３０３ａ～３０３ｃで発生した光信号電荷による信号が加わっ
たものである。これによりＳ信号とＮ信号との差動動作をなすことでＣＤＳ動作が行われ
る。そして、ＣＭＯＳセンサ１０３のセンサ出力ＶＯＵＴから、素子に起因するリセット
ノイズや１／ｆノイズが除去されて、撮像信号には列オフセットに加えて画素欠陥ノイズ
とＲＴＳ（ランダム・テレグラム・シグナル）ノイズとが重畳する様態で出力される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　次の第３フレームでは、第２フレームの列オフセットデータを巡回演算値としてさらに
引き継いで第３フレーム用のＶＯＢ領域から列オフセットが検出され、その結果が有効画
素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去される。第３フレーム用のＶ
ＯＢ領域は、第２フレームのＶＯＢ領域に続く次の１６ラインで指定されたブロック３の
領域である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　しかし、本発明によれば、例えば式１に対して、Ｋ１＝１／１６、Ｋ２＝１を用いた加
重平均を１６回繰り返して巡回演算させることにより、検出ブロックごとに加重平均値を
算出して、この値を巡回演算値として次のフレームに引き継ぐことも可能である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　第８フレームでは、第７フレームの列オフセットデータを巡回演算値としてさらに引き
継いで第７フレーム用のＶＯＢ領域から列オフセットが検出され、その結果が有効画素領
域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去される。第８フレーム用のＶＯＢ
領域は、第７フレームのＶＯＢ領域に続く最後の８ラインで指定されたブロック８の領域
である。そして、第８フレームにおいて全てのＶＯＢ領域が読み出される。
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　また、上述した加重平均の動作は以下に説明する実施形態４および実施形態５において
も利用される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、図１６に示した誤差判定回路５１０にも供給されて、最大値検出回路５１１と最小値
検出回路５１２とにより最大値および最小値が検出・保持される。その差分値が列オフセ
ット最大値となり、レベル判定回路５１４にてレジスタ値Ｅ０と比較される。そして、レ
ジスタ値Ｅ０よりも大きな場合に、レベル判定回路５１４の出力線５１６からエラーが出
力される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６０】
　図１９は各列ごとの加重平均値と算出された列オフセット最大値を示している。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることによ
り、検出ブロック２内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
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　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６８】
　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、誤差判定回路５１０によって列オフセット最大値が算出されて、レベル判定回路５１
４にてレジスタ値Ｅ０と比較される。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７３】
　その後は、巡回演算式１において、初期値として直前のフレームである第２フレームの
列オフセットデータ、すなわち検出ブロック２内の各列ごとに算出された１６ラインの加
重平均値が引き継がれる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　列オフセット検出回路１０８では巡回演算式１の初期値０、巡回係数が、Ｋ１＝１／１
６、Ｋ２＝１に設定される。そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返し
て巡回演算することにより、検出ブロック１内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算
出される。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９４】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９５】
　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、図２０の誤差検出回路６１０にも供給されて、最大値検出回路６１１と最小値検出回
路６１２とにより最大値および最小値が検出・保持される。その差分値が列オフセット最
大値として誤差量保持回路６１４にて所定期間に保持されて、誤差量の出力結果としてシ
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ステムコントローラ１１０に供給される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることによ
り、検出ブロック２内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２００】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０１】
　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、誤差検出回路６１０によって出力結果として誤差量Ｅ２がシステムコントローラ１１
０に伝達されて内部の記憶領域に記憶される。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることによ
り、検出ブロック２内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０５】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
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　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、誤差検出回路６１０によって出力結果として誤差量Ｅ３がシステムコントローラ１１
０に伝達されて内部の記憶領域に記憶される。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０９】
　そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることによ
り、検出ブロック４内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１０】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１１】
　他方で、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出された各列ごとの加重平均値
は、誤差検出回路６１０によって出力結果として誤差量Ｅ４がシステムコントローラ１１
０に伝達されて内部の記憶領域に記憶される。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１４】
　そして、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることによ
り、検出ブロック３内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１５】
　算出された各列ごとの加重平均値は、垂直補正ウィンドウ信号ＶＷＣＯＬ期間に読み出
され、その結果が有効画素領域の撮像信号から減算されることで列オフセットが除去され
る。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２１８】
　その後は、巡回演算式１において、初期値として直前のフレームである第５フレームの
列オフセットデータ、すなわち検出ブロック３内の各列ごとに算出された１６ラインの加
重平均値が引き継がれる。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１９】
　さらに、巡回係数は、今度は、Ｋ１＝１／６４、Ｋ２＝６３／６４、に設定される。そ
して、これらの巡回係数による加重平均を１６回繰り返して巡回演算させることにより、
検出ブロック３内の各列ごとに１６ラインの加重平均値が算出される。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記制御手段は、最初のフレームの読み出しに先立ち、全てのブロックから読み出した
信号から検出された列オフセット成分を、前記補正手段による巡回演算の初期値とするこ
とを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正３５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１７】

【手続補正３６】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１８】

【手続補正３７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】



(11) JP 2012-231333 A5 2014.6.5

【図１９】

【手続補正３８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(12) JP 2012-231333 A5 2014.6.5

【図２１】



(13) JP 2012-231333 A5 2014.6.5

【手続補正３９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２２】
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